
   惜しまない別れ 
古戯都十全 

 

知り合って三年、または四年 

そんなことすらあいまいな 

わたしを真摯に見つめるあなたの 

潤んだまなこへわたしは曇った 

眼鏡のレンズを通して渇いた 

視線を返すことしかできない 

 

お互い死んだわけでもないはずで 

お互い愛し合ったわけでもなく 

お互い軽く罵り合って 

過ぎた時間を惜しめるか 

 

離別に雨滴がやまずとも 

明日は懲りずにやって来る 



わたしの去り際あなたが見せた 

夕べの涙も夜には渇く 

いつか再会しえたとき 

あなたは相も変わらずわたしを 

罵り、誹り、見下すだろう 

 

お互いろくに相手を知らず 

お互い罵倒で口元汚し 

お互い発汗だけは労う 

そんな時間を惜しめるか 

 

春から秋を分け合って 

残った互いに憎み足りない冬を 

去り際あなたに黙って譲ろう 

 

どんな別れがいいかなど 

誰にも知る由はない 



さりとて離別に降らせた涙を 

無駄にしたくないのであれば 

別れの刹那のしきたりを 

春、夏、秋にとくと聞け 


